
新春を迎えて
参加されるスカウトは、この機会に英会話を磨き、世界中から
集まる仲間とふれあい、同時に日本のスカウトの素晴らしさを世
界に示してください。
さて、近年、我が国のスカウト数は減少を続け、本連盟も加盟
員数が１万３千人となっております。少子化という避けられない
背景のもとで、各地区、団の関係者の皆様には、日夜、スカウト
数の増加に努力いただいており、心から御礼申し上げます。
スカウト数の増加は、単に組織を大きくするということではなく、
ボーイ部門でいえば、班集会で練習したことを、隊集会で他の
班と競い合うという、班制教育に必要なものであります。スカウト
により良い活動を提供するためにも、隊のスカウト数を増やしてい
く取り組みをお願いいたします。
２０１５年が、本連盟並びに各地区、団の皆様にとって、より
良い年になることを期待して、私の新年のごあいさつとさせてい
ただきます。

２０１５年の新春にあたり、ボーイスカウト運動に関係される皆
様にごあいさつを申し上げます。
いよいよ本年は「第２３回世界スカウトジャンボリー」が山口
県きらら浜で開催されます。本連盟からも多くのスカウトが参加
するこの大会の開催と成功は、日本のボーイスカウト運動にとっ
て有意義なものであるだけではなく、それぞれの団における活動
を、より活性化していくものと期待しております。
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平成２６年度の図画・写真コンテストには、昨年を上回る６００点近い応募が寄せられました。今年は特
に、活動中の笑顔が目立つ作品が多かったです。表彰式は１月１８日（日）に行われます。（各部門の入賞
者一覧、写真部門の最優秀賞受賞作品は次ページ以降に掲載します）

図画部門・ビーバー　最優秀賞　中根 健丸（豊田第３４団）
「草すべり」

図画部門・カブ　最優秀賞　石川 真理子（名古屋第６２団）
「手話『ありのままで』キャンプファイヤー」

図画・写真コンテスト 入賞作品決定！！

●発行／日本ボーイスカウト愛知連盟　事務局 ： 〒４６０－０００１ 名古屋市中区三の丸三丁目２番１号　愛知県東大手庁舎６階
　 TEL ： 052-972-6281　FAX ： 052-972-6283　ホームページ ： http://www.scout.aichi.jp　E-mail ： office@scout-aichi.or.jp
●編集／スカウトあいち編集チーム　●印刷／名鉄局印刷（株）　印刷部数 １4,50０部

愛知スカウト人口 （平成26年12月20日現在）　１９１団　８７6隊　スカウト　７,538名　指導者など　５,665名　合計 １3,203名
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第３５回 図画・写真コンテストに全１４地区から５９１点と、昨年を上回る沢山のご応募を頂きました。
それらの中から、組織・拡充委員会、有識者による審査会を経て、次のみなさんが入賞されました。おめでとうございます！
表彰式は、１月１８日（日）に名古屋市教育館（名古屋市教育センター分館）で１０時から開催します。
また、平成２７年度も作品を募集します。入賞目指して頑張りましょう！！

平成２６年度 第３５回 図画・写真コンテスト

最優秀賞

優秀 賞

優秀 賞

優秀 賞

入 賞

入 賞

入 賞

入 賞

入 賞

入 賞

入 賞

入 賞

入 賞

所属団氏名賞 タイトル
中根　健丸

中根　彩雲

山崎佳夏子

北村　佳照

渡邉　琴巴

髙橋　健惺

内藤　諒凱

水野　真理

佐藤　 遥

服部　隼也

板倉　音瑠

杉浦　新基

柘植　大征

豊田第34団

春日井第4団

稲沢第 4団

東海第 2団

名古屋第42団

あま第 3 団

一宮第 5団

稲沢第 4団

稲沢第 9団

稲沢第10団

岡崎第 1団

西尾第 5団

豊田第34団

草すべり

マスを食べたよ

あっ　見つけた！

ホタル

名古屋港水族館

赤い羽根募金

ゴミひろい

カレー　おいしいね

しゃぼん玉

ホタルがいっぱい！

きもだめし

キャンプでつり

すいかわり

図画部門・ビーバー

優秀賞

入 賞

所属団氏名賞 タイトル
石川　晃輔

橋本　憲明

名古屋第62団

名古屋第31団

湯俣温泉郷

ヤキソバ

図画部門・ボーイ

優秀賞

入 賞

所属団氏名賞 タイトル
阿比留康太

横山　航大

高浜第 1団

高浜第 1団

海のたからさがし

春をみつけた！

写真部門・ビーバー

最優秀賞

優秀賞

入 賞

入 賞

入 賞

入 賞

所属団氏名賞 タイトル
牟田　晃子

小川　想太

保田　七海

藤川あすか

鈴木　雄大

山本　貴也

名古屋第40団

名古屋第30団

名古屋第1団

東海第 2団

西尾第12団

西尾第12団

小学校卒業式！！

炎と格闘中

ううっ　けむいっっ

ねらいをさだめて

清掃スカウト

仲良く掃除

写真部門・ボーイ

最優秀賞

優秀賞

優秀賞

入 賞

入 賞

入 賞

入 賞

入 賞

入 賞

入 賞

入 賞

入 賞

入 賞

入 賞

所属団氏名賞 タイトル
針生　真綾

保田　美空

小川　遥斗

松井　優也

紙田　小春

広田　悠悟

近藤　天晴

上野　蒼揮

戸嶋　竜弥

中村　光我

板倉　良太

岩瀬　颯汰

鈴木　俊槻

神谷　莉沙

碧南第 1団

名古屋第1団

名古屋第69団

名古屋第19団

名古屋第42団

名古屋第69団

あま第 3 団

江南第 1団

高浜第 1団

碧南第 1団

西尾第 1団

西尾第 1団

西尾第12団

豊田第16団

つれたよ！！

まぜごはん、さいこう！

みんな仲良くカブスター

計測

楽しかったつり

おっ！いいもの発見

もっと飛ぶものを作るよ！

ここはどこだ！

スタンツがんばるぞ～

隊長！３センチしずんだ・・・

みんなでかいさん！

山の中でクッキング

ペットボトルに乗ったお兄ちゃん

流しそうめん

写真部門・カブ

最優秀賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞

入 賞

入 賞

入 賞

入 賞

入 賞

入 賞

入 賞

入 賞

入 賞

入 賞

入 賞

所属団氏名賞 タイトル
石川真理子

前田奈穂美

神戸　敦史

髙橋　東子

小林　美空

植松　直哉

前田陽向子

根角　梨花

矢野　克樹

竜沢　果林

森  柚葉

竹内　悠真

中村　和真

石川  葵

土井菜々子

名古屋第62団

大 口 第 1 団

春日井第4団

西 尾 第 5 団

名古屋第8団

名古屋第31団

犬 山 第 5 団

春日井第4団

一 宮 第 5 団

半 田 第 7 団

半 田 第 7 団

半 田 第 7 団

西 尾 第 1 団

西 尾 第 1 団

西 尾 第 1 団

手話「ありのままで」キャンプファイヤー

キレイな花火

もちつきだ！！

救急法

カブサインはかっこよく！！！

山登りはたいへん

キャンドルファイヤー

おいしかった！ニジマス

自転車

南吉スタンプラリー

隊集会での木登り

弓矢大会

星空

キャンプファイヤー

仲良しの輪

図画部門・カブ

ホットニュースホットニュースホットニューススカウトあいち

これらの入賞作品は、１月１６日（金）～２１日（水）まで展示されます。
場所は、名古屋市中区錦「セントラルギャラリー」（地下鉄「久屋大通」駅出てすぐ）です。ぜひ、足を運んでみてください！！
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写真部門・ボーイ　最優秀賞　牟田 晃子（名古屋第４０団）
「小学校卒業式！！」

写真部門・カブ　最優秀賞　針生 真綾（碧南第１団）
「つれたよ！！」　

第23回世界スカウトジャンボリー
(23WSJ)情報!! Vol.2

第２回ボーイスカウト東海４県連盟
合同野営大会シンボルマーク募集

第２回は見学隊情報です。23WSJではデイビジターとして会場を日帰りで見学することができます。
世界中からスカウト仲間が集う、国際色豊かなビックイベントです。ぜひ、皆さん隊・団でも見学をご計画ください。

今年の夏、日本で世界ジャンボリーが開催されます。４回に分け、様々な情報をご紹介していきます。

http://www.scout.aichi.jp/news/entry-129.html

●デイビジターチケット ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
　中学生以上：2,000円 小学生：1,000円

※未就学児は無料
デイビジターのチケットは、2015年2月にインターネット上での
予約販売を開始する予定です。
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

２３WSJ日本派遣団のシンボルマークデザイン公募に、愛知連盟 
阿久比第１団ベンチャー隊長 岡戸拓洋さんの作品が「入選」しまし
た。今後はこれを原案として、日本派遣団員章などが作成されます。

受　入

×

○

×

○

×

日　程

7/28( 火 ) ～ 29 日 ( 水 )

7/30( 木 ) ～ 8/1( 土 )

8/2( 日 )

8/3( 月 ) ～ 6 日 ( 木 )

8/7( 金 ) ～ 8 日 ( 土 )

23WSJ プログラム

参加隊入場・設営・開会式

モジュールプログラム

プログラム・全体行事

モジュールプログラム

プログラム・閉会式・参加者退場

●デイビジターの宿泊紹介 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
隊や団、保護者のグループなど、複数名での見学ツアーなどを
計画している方向けにデイビジター団体宿泊斡旋情報をご案
内する予定です。団体利用、スカウトの舎営を兼ねたツアーな
どに適した山口県の宿泊施設をご紹介できる予定です。
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

平成２８年（２０１６年）８月に、日和田高原で実施する予定の「第２回ボーイスカウト東海４県連盟合同
野営大会（２TC）シンボルマーク」を募集します。このシンボルマークは、野営大会の参加章などに活用
していきます。締め切りは平成２７年２月２２日。皆さんのご応募をお待ちしています。詳しくは愛知連盟
HPをご覧ください。



11月3日春日井市落合公園にて第9回「ちびっこ冒険レン
ジャー」が春日井スカウト団協議会の主催で行われました。今
回は幼稚園、保育園児から小学４年生までの４００人以上の
お友だち、海上の森からはモリゾー、キッコロにも参加をしてい
ただき、「自然と手をつなごう」のテーマにしたがい各団工夫を
凝らしたポイントを回りました。

秋晴れに恵まれた10月19日、大治第1団35周年記念行
事『バームクーヘンと森の遊び』が行われました。棒に生地を
ぬって根気よく焼いてはぬり焼いてはぬりの繰り返し、スカウト
たちはやったことがなく喜んで焼いていました。うまくできるのが
目的ではなく、一人ひとりが楽しんでおいしく焼ければOK！　

森の遊びでは、五感を感じることに喜びと感謝を、また、障がい
がある方への理解を深める目的で暗夜行路を実施しました。そ
の中で、触感や聴覚を使うゲームも行い、スカウトには「記憶
力」も発揮し、その答えはゴールの時点で記憶を辿って回答し
てもらいました。

たくさんの仲間とゲーム！楽しいな！
尾張西地区　副コミッショナー　村瀬 和典

「ちびっこ冒険レンジャー」大盛況！
尾張東地区　春日井第８団　組織・拡充委員　野村 典孝

10月18日、カブ隊が
5月に植えたさつまいも
のしゅうかくをしました。
顔よりも大きいいもが

いっぱいとれました。1本
のくきに、そんな大きい
いもが3個もついていた
のでびっくりしました。大
きくて一人で掘れないも
のは、協力して掘り出し
ました。
ビーバー隊にも手

伝ってもらって、300個
以上とれたと思います。
ボーイ隊がそのいもを
使って、天ぷらやいもぜ
んざいを作ってくれまし

た。みんなで焼きいもも作りました。
夏の草取りや、しゅうかく前に長くのびたつるを切って集

めるのは大変だったけど、大きいいもがたくさんとれて、おい
しいいもを食べることができたので良かったです。

バームクーヘンと森の遊び
尾張南地区　大治第1団　組織・拡充委員　安田 高昭

楽しかった♪みんなでいもほり

１１月９日（日）稲沢市立稲沢西小学校の体育館で尾張西
地区内のビーバー隊８６名が集まって合同集会を行いました。
最初に組み分けゲームを行い８組に分けて、ジャンケンアメ

取りゲーム、牛乳パック積みゲーム、長縄跳び、シッポ取りゲー
ム、靴とばしゲーム等手軽にできるゲームを次々と行いました。
スカウト達は「次はどんなゲームをやるんだろう」と期待に目を
輝かせ、ひとたびゲームが始まるとビーバースカウトの可愛い
歓声が体育館中に響き
渡りました。また普段は
少ない数のスカウトで活
動している指導者も多く
のスカウトを相手にてこ
ずりながらも楽しそうな笑
顔が絶えませんでした。

尾張西地区　稲沢第9団　カブ隊　しかスカウト　野口 哲平

4

ニュース & トピックス

〈尾張〉
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9月28日の団キャンプで、ボーイ隊のお兄さん達とくんせい
作りをしました。
くんせいは、食べ物を煙でいぶして保存する方法だそうで

す。テントのペグやだんボールを使っ
て、専用の道具がなくても、
ちゃんと作れてうれしかっ
たです。卵・チーズ・ベーコ
ン・ソーセージをくんせいに
しました。ソーセージは苦
かったけれど、ベーコンは
ジューシーでおいしかった
です。
また、他の食べ物でも挑

戦してみたいです。

くんせい作り
名古屋西部地区　名古屋第１９団　カブ隊　しかスカウト　倉橋 みずほ

9月28日の団キャンプで、ボーイ隊のお兄さん達とくんせい

くんせいは、食べ物を煙でいぶして保存する方法だそうで
す。テントのペグやだんボールを使っ
て、専用の道具がなくても、
ちゃんと作れてうれしかっ
たです。卵・チーズ・ベーコ
ン・ソーセージをくんせいに
しました。ソーセージは苦
かったけれど、ベーコンは
ジューシーでおいしかった

また、他の食べ物でも挑

10月26日（日）に活動拠点である名東区の西山中公園で
募集イベントを開催し、ゲームや遊びで参加者に楽しんでも
らいました。当団は、ビーバーとカブ隊の団として活動してお
り、毎回新聞にチラシを入れ募集活動をしています。

今回も10日前に新聞折込を実施し、スカウト活動無料体
験として募集しました。申込みは事前にメールで受付しまし
た。子ども20名の参加で、当日ビーバー1名が入団しました。

他の子たちにも
再度アプローチを
していきます。次
の隊集会の見学
希望もあり、12月
の餅つき行事へ
の参加も考慮に
入れていきます。

募集イベントは大賑わい！
名古屋千種地区　名古屋第127団　団委員長　森 彰康

今年の夏キャンプ（８月２２日～２４日、岐阜・飯地高原）は
とても楽しかったです。
１日目は基地作り。組のみんなで旗を作って面白い絵を描

いたりしました。２日目は、朝から大きな雷の音が響いてびっく
り。僕は、その雷の音が怖くて外に出られなかったけど、数時
間たつと止んで、ほっとしました。その日は、ペットボトルの船を
皆で作りました。それをキャンプ場のプールに浮かべて、一人
ずつ乗りました。水に落ちる人もいて、ドキドキしました。冷
たくて、気持ちよかったです。
そして、待ちに待ったキャンプファイアー。まずボーイ隊

の人達がトーチを披露しました。とてもカッコよかったです。
僕のスタンツの番が

来るまですごく緊張し
て、涙が出ました。出
番になった時、セリフを
忘れてしまい、とても恥
ずかしかったです。
でもこのキャンプは

楽しかったです。

楽しかった夏キャンプ
名古屋巽地区　名古屋第５１団　カブ隊　くまスカウト　伊藤 優

6月29日に瑞浪市松ヶ瀬の土岐川河畔へカブスカウト10名と化石採集に出かけま
した。化石博物館で許可証をいただき、ルールに従って採集しました。

約1700万年前の浅い海の地層に住んでいた生物の化石が採れます。大きなタガネ
と金槌で堆積層を割り、割れた岩の裏に化石があるかどうかを期待して、裏返す時はド
キドキしました。見つけると「オ～！」との歓声が上がりました。
数種類の巻貝、マテ貝、丸貝や葉の化石が採れました。隣のおじさんがメジロサメの歯を

掘り当てていて、羨ましかったです。
（※前号に掲載した記事ですが、写真が異なっておりました。お詫びして訂正の上、再掲いたします。）

化石採集ハイク　「化石採れたぞ～」
名古屋北斗地区　名古屋第79団　カブ隊長　田島 正也

１１月１日～３日にボーイ隊は北斗地区友団８ヶ団と共に
常滑市で、合同隊キャンプを行いました。
キャンプ初日の設営時から雨、二日目も雨と「スカウト日

和」のキャンプでしたが、読図や通信を使ったハイキング、交
流会、営火などで友好を深めることができました。スカウトも指
導者も、普段は味わえない経験ができたと思います。
また、９ヶ団が

一緒にキャンプ
が出来る、素晴ら
しい野営場を貸
して下さった、知
多西南地区の皆
さまに感謝いたし
ます。

ボーイ隊合同隊キャンプ
名古屋北斗地区　名古屋第101団　組織・拡充委員　大島 智美

ニュース & トピックス

〈名古屋〉



6

知多市産業まつりでボーイスカウトをＰＲ 知多北部地区　知多第１団 副団委員長　今井 芳夫

10月25,26日に知多市産業まつり福祉フェスティバルが知多市役
所周辺で開催され、知多 1 団・3 団合同で参加しました。風車・ロ
ケット風船・ぶんぶんゴマの工作を提供しました。26日には、ビーバー・

感謝・感激・激雨の50周年記念キャンプ 知多東地区　半田第３団　団委員長　榊原 敏雄

知多西南地区カブスカウトラリー2014
知多西南地区　副コミッショナー　衣川 達哉

11月9日(日)に美浜町布土小学校体育館にて『新しい仲間を作ろう』
をテーマに活動しました。 総勢50名のスカウトが9組のグループに分か
れ、5つのブースを回りました。 初めて会うスカウト同士でしたが、みんな
で協力して、楽しく活動しました。

平成２６年度知多西南地区グリンバー訓練
知多西南地区　副コミッショナー　鈴木 勝

10/25,26日、常滑市高坂野営場にて地区グリンバー訓練（班長、
次長訓練）を実施しました。当日はグリンバー21名、各団指導者11名
が参加し、天候にも恵まれ、スカウト達は来た時と帰る時では見違える
ほど、立派なグリンバーになって各団に帰ってくれました。 これからグリン
バーとして班員を育ててくれることを期待しています。

ニュース & トピックス

〈知多〉

1964年に発団し、
今年で半田3団は発
団50周年となりまし
た。50周年を記念する
キャンプとして8月13日
から17日まで、岐阜県
にありますボーイスカウ
ト荘川野営場と一色の
森キャンプ場で各隊が
長期キャンプを行いま

した。16日には50周年大バーベキューが行われ、VS隊による羊の丸
焼きをはじめ、各隊・団委員による手作り料理に舌鼓を打ちました。
また期間中、岐阜県荘川は大雨が続き、最終日には荘川野営場の

川も濁流となり、一色の森キャンプ場はキャンプ場内の川が氾濫し、ス
カウト数名とリーダーがキャンプサイトに取り残されてしまいました。しか

し、現地の消防・警察の皆様、保護者の皆様、また隊指導者・団委員の
ご尽力によって、全員が怪我をすることなく帰宅することができました。
今回のキャンプは50周年の節目に自然の脅威を改めて感じ、また半田
第3団が一丸となって困難を乗り越える機会であったと感じております。
最後に皆様のお力によってキャンプを終えることができ半田第3団一
同、感謝の気持ちで一杯です。

カブが集会を開き産業祭に訪れた方にアピールしました。工作で多く
の子供たちが参加して下さり、これをきっかけに入団につながればと期
待しています。



知多半島と渥美半島を結ぶ、師崎～伊良湖カーフェリーの
９月末廃止を前に、刈谷１０団ボーイ隊が、隊長以下８名で
８月１１日から１４日にかけて、師崎・ 豊橋・幸田とキャンプをし
ながら三河湾一周のサイクリング 　 　
に挑戦しました。
刈谷を出発する時は熱中

症を心配する晴天でしたが、
途中雷雨やパンクなどのア
クシデントもありました。豊橋
市少年自然の家では、カブ
隊や他団との合同プログ
ラムで楽しい思い出とパ
ワーをもらい約１５０キロを
全員が完走でき大きな自
信がつきました。

7

ニュース & トピックス

〈三河〉

西尾第５団　カブ隊長　加藤 秀之
１０月２５・２６日の舎営でジャック・オ・ランタンを作り 魔王

（隊長）と共に魔界（ベンチャースカウト）からの挑戦を受け
ゲームを行い見事勝利しました。最後にスカウト・父兄と共に
火を囲み、これからの活動の事や・悩み・心配事など話し合
いながら、有意義な日を過ごしました。新年度が始まり、入隊
すぐのうさぎさん達とご父兄には、事前に目的などをお話し、
理解を得て実施しましたが、後日 ご父兄からも参加出来良
かった！帰って来てから、色々話をしてくれて、年上の子に面
倒を見て頂き安心しました、とうれしい連絡を受けました。

岡崎第５団 カブ隊長 柳川 祐治
１０月といえば、ハロウィン！ということでイギリス生まれの

ビーバーママさんに色々教わり、ビーバー隊と合同でパー
ティーを開催しました。みんなで、黒・オレンジの大きな袋に自
由な飾りつけをした仮装をして、ゲーム（フェイスペインティン
グ・ゾンビゲームなど）を楽しみました。

岡崎第 10 団　ビーバー隊長　鈴木 市男
10月26日、ビーバー集会として岡崎市内で開催されたハ

ロウィンパーティへ参加しました。当日のビーバー隊の仮装の
テーマは＜妖怪ウオッチ＞、事前に家で作り仮装して集合し
ましたが 会場内は仮装した人で一杯、ゲームをしたり、お弁
当を食べたりして楽しみました。

三河葵のハロウィンいろいろ サイクリングで三河湾一周
碧海地区　刈谷第１０団　団委員長　竹内 時夫

１０月２５日に豊橋市のこども未来館「ココニコ」にて、地区
内のベンチャースカウトを中心に第３回ココニコプロジェクトを
開催しました。７月の第２回に引き続くイベントとして、今回は
ダッチオーブンを使ったポトフ作りとポップコーンです。一般参
加の約２０名の子どもたちは嬉 と々して食材の準備から調理ま
でベンチャースカウトの話を聞きながら取り組んでいました。
ポップコーンがなかなかはじけないというハプニングもありまし
たが､調理後は澄み切った青空のもとでおいしく試食会です。
参加者も日頃体験できない貴重なひとときを過ごせたようで、
笑顔の絶えない１日となりました。
ベンチャースカウトも子どもたちも一緒に楽しむことができま

した。次回（第４回）は「焼き芋」の予定。たくさん集まってくれる
ことを期待しています。

第３回ココニコプロジェクトを開催しました
穂の国地区　組織・拡充委員長　水藤 隆詳
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・
拡
充
委
員
長

組
織
・
拡
充
副
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
副
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
副
委
員
長

指
導
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
委
員
長

指
導
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
副
委
員
長

行
事
・
国
際
委
員
長

行
事
・
国
際
副
委
員
長

行
事
・
国
際
副
委
員
長

総

務

委

員

長

総
務
副
委
員
長
︵
事
務
長
︶

総
務
副
委
員
長
︵
会
計
︶

総
務
副
委
員
長
︵
書
記
︶

監

査

監

査

大
前
須
美

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

北
斗
地
区
シ
ニ
ア
ス
カ
ウ
ト
ク
ラ
ブ
一
同

林

　
悦
子

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

名
誉
会
議
議
員

名
誉
会
議
議
員

名
誉
会
議
議
員

肥
田
荘
治

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

名
誉
会
議
議
員

浅
野
武
雄

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟

名
誉
会
議
議
員

山
川
友
一

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

名
誉
会
議
議
員

加
藤
正
文

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

名
誉
会
議
議
員

小
林
泰
陸

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

林

　
敬
順

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟 

顧
問

︵
一
財
︶
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
県
連
盟
維
持
財
団 

監
事

天
台
宗
ス
カ
ウ
ト
連
合
協
議
会 

常
任
理
事

大
原
和
生

郷
司
朋
明

加
藤

　
隆

冨
田
昭
則

小
島
祐
子

寺
原
久
男

三
枝

　
勝

協

議

会

長

副
協
議
会
長

委

員

長

副

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

事

務

長

名古屋西部地区 名古屋巽地区
協

議

会

長

副

協

議

会

長

副

協

議

会

長

地

区

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織
・
拡
充
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

指
導
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
委
員
長

行
事
・
国
際
委
員
長

総

務

委

員

長

事

務

長

山

内

　充

滝

　克

己

佐
土
平
康
雄

山

下

裕

行

中

村

徳

治

原

　
淳

加

藤

　修

松

田

光

泰

渡

辺

茂

人

兼

子

光

男

若

杉

信

彰

中

島

晴

子
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尾張南地区
地

区

先

達

地

区

先

達

地

区

先

達

協

議

会

長

委

員

長

副

委

員

長

副

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織
・
拡
充
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

指
導
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
委
員
長

行
事
・
国
際
委
員
長

総

務

委

員

長

会

計

事

務

長

北

條

　亨

加

藤

一

男

佐

藤

益

美

大

倉

義

美

宮

田

　勇

村

上

安

徳

佐

藤

篤

松

久

世

浩

二

加

藤

千

博

中

島

資

浩

竹

田

基

子

竹

内

正

人

小

崎

和

孝

水

谷

陽

子

近

藤

純

子

小

関

治

生

近

藤

哲

史

木

村

州

利

丹

羽

哲

久

宮

田

　勇

山

﨑
之

孝

地

区

協

議

会

長

地
区
協
議
会
副
会
長

地
区
協
議
会
副
会
長

地

区

委

員

長

地

区

副

委

員

長

地

区

副

委

員

長

地
区
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

地
区
副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

地
区
副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

地
区
副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

地
区
副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

地
区
副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

地
区
副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

地
区
副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

地
区
副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

地
区
副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

地
区
副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織
・
拡
充
委
員
長

組
織
・
拡
充
副
委
員
長

組
織
・
拡
充
副
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
副
委
員
長

指
導
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
委
員
長

指
導
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
副
委
員
長

行
事
・
国
際
委
員
長

行
事
・
国
際
副
委
員
長

総

務

委

員

長

総

務

副

委

員

長

ロ
ー
バ
ー
ス
代
表

事

務

長

副

事

務

長

会

計

係

監

査

監

査

横

江

昭

憙

見

平

　隆

舩

橋

鐸

夫

井

上

　勲

佐

々

由

高

中

村

友

一

中

谷

　洋

林

由

美

子

石

川

保

子

水

谷

英

一

伊

藤

克

敏

山
口
貴
美
江

古

木

啓

介

岩

田

秀

雅

小

林

弘

幸

河

村

武

人

水

谷

優

介

串

崎

武

志

小

林

泰

陸

高

多

宣

彰

佐

藤

慶

子

林

　尊

浩

椎

葉

育

美

椎

葉

浩

志

青

木

正

士

板

津

　尚

中

村

隆

二

八

橋

　隆

伊

吹

　登

鈴

木

　覚

間

下

伸

一

井

上

文

義

田

口

澄

雄

大

谷

　茂

松

井

雅

裕

平

野

嘉

彦

中

村

里

美

志

水

　幹

伊

藤

敏

行

境

　正

人

関

　真

人

中

村

友

一

羽
根
田
智
宏

吉

野

博

樹

川

口

由

美

渡

辺

茂

人

氏

家

邦

政

尾張東地区

知多西南地区尾張西地区
協

議

会

長

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織
・
拡
充
委
員
長

組
織
・
拡
充
副
委
員
長

指
導
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
委
員
長

指
導
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
副
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
副
委
員
長

行
事
・
国
際
委
員
長

行
事
・
国
際
副
委
員
長

総

務

委

員

長

救
急
看
護
特
別
委
員
長

救
急
看
護
特
別
副
委
員
長

会

計

会

計

監

査

会

計

監

査

事

務

長

事

務

次

長

土

川

保

夫

水

谷

恵

至

吉

野

博

樹

藤
髙
功
一
郎

村

瀬

和

典

佐
藤
か
つ
美

平

田

昌

章

森

　裕

史

土

川

功

介

六

田

重

徳

小

出

敏

明

山

田

啓

子

山

田

一

夫

安

江

利

文

大

崎

長

美

佐

藤

陽

介

瀧

　茂

光

冨
田
佳
代
子

脇

田

哲

行

桐

山

悦

子

牧

　宏

俊

吉

田

　稔

渡

辺

妙

子

久

富

充

郎

日

置

清

治

岩

田

英

明

平

林

　豊

柴

田

哲

男

説

田

将

光

協

議

会

長

副

協

議

会

長

地

区

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

肥

田

荘

治

後

藤

　猛

八

木

幸

雄

藤

田

卓

也

頌　春

西
春
ス
カ
ウ
ト
育
成
会

B
S
北
名
古
屋
第
一
団

G
S
愛
知
県
第
一
〇
五
団

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

県
連
盟
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

県
連
盟
副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

a spirit of Rover

愛知ローバース会議
- Aichi Rovers Conference -

荒

川

航

一

大

鐘

茉

由

水

野

宏

紀

小

栗

悠

貴

山

本

哲

也

加

藤

志

奈

乃

見

鳥

貴

俊

石

原

和

佳

梶

谷

光

平

夏

目

朋

晃

川

合

智

也

安
藤
誌
祐
一

佐

藤

　孝

議

長

副

議

長

副

議

長

副

議

長

副

議

長

運

営

委

員

運

営

委

員

運

営

委

員

運

営

委

員

運

営

委

員

運

営

委

員

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

名
古
屋
西
部
地
区

名
古
屋
千
種
地
区

尾

張

東

地

区

知

多

東

地

区

豊

田

地

区

名
古
屋
巽
地
区

尾

張

南

地

区

尾

張

東

地

区

尾

張

東

地

区

知
多
西
南
地
区

豊

田

地

区

名
古
屋
北
斗
地
区

知

多

東

地

区
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地

区

協

議

会

長

地
区
副
協
議
会
長

地
区
副
協
議
会
長

地

区

委

員

長

地

区

副

委

員

長

地

区

副

委

員

長

組
織
・
拡
充
委
員
長

指
導
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
委
員
長

行
事
・
国
際
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

総

務

委

員

長

地
区
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

地
区
副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

地
区
副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

事

務

長

会

計

監

査

委

員

野

村

正

直

竹

内

時

夫

服

部

武

行

内

藤

吉

文

岩

崎

勝

治

岡

田

□

均

富

永

幸

勝

谷

澤

寿

彦

神

谷

能

宏

白

谷

康

裕

杉

浦

辰

夫

奥

谷

雅

憲

近

藤

浩

司

安

野

伸

彦

酒

井

隆

臣

榊

原

友

子

渥

美

満

康

阿

部

竜

彦

伊

藤

金

次

穂の国地区
名

誉

協

議

会

長

副
名
誉
協
議
会
長

名

誉

顧

問

名

誉

顧

問

協

議

会

長

地

区

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織
・
拡
充
委
員
長

指
導
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

行
事
・
国
際
委
員
長

総

務

委

員

長

地

区

事

務

長

会

計

監

事

佐

原

光

一

山

脇

□

実

小
久
保
三
夫

浅
井
よ
し
た
か

鈴

木

和

義

宮

野

澄

夫

坂

田

明

隆

中

村

慶

三

高
橋
和
佳
代

山

内

敏

和

三

宅

耕

一

水

藤

隆

詳

伴

□

忠

行

山

本

和

博

五

島

道

夫

勝

田

好

博

白

井

利

幸

尾

崎

内

海

中

神

幹

雄

知多東地区
協

議

会

長

副

協

議

会

長

副

協

議

会

長

地

区

委

員

長

地

区

副

委

員

長

地

区

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織
・
拡
充
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

指
導
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
委
員
長

行
事
・
国
際
委
員
長

総

務

委

員

長

事

務

長

参

席

参

席

参

席

竜

澤

□

馨

榊

原

敏

雄

加

藤

正

文

神

谷

昭

範

佐

藤

□

孝

西

脇

全

宏

榊

原

敏

彰

田

村

洋

佑

松

本

輝

久

加
藤
利
江
子

斎

藤

祐

介

福

谷

□

裕

須

田

克

巳

松

井

□

滋

新

美

□

晃

藤

條

□

充

竹

内

□

保

榊

原

芳

朗

澤

田

三

弥

磯

貝

祥

也

榊

原

孝

治

氏

家

邦

政

関

□

真

人

事
務
局
長

　浅
井
裕
己

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連
盟

知多北部地区
協

議

会

長

地
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平成２６年１１月１８日、舩橋 鐸夫氏
（愛知連盟副理事長）は、麻薬乱用撲
滅のダメ・ゼッタイ運動や愛知県薬物
乱用防止推進協議会委員としての功
労に対して、愛知県知事より表彰され
ました。

平成２６年１２月５日、永井 淳氏（日
本連盟評議員・愛知連盟理事長）は、
スカウト運動並びに愛知県青少年保
護育成審議会会長及び愛知県青少
年育成県民会議会長としての社会教
育功労に対して、文部科学大臣より表
彰されました。

お慶びお慶び

「どんぐり交流会」を実施「どんぐり交流会」を実施

どんぐり交流会は，11月9日、新城吉川野営場において三
河葵地区から３８名、県下みどりの少年団、ガールスカウトから
１１８名が参加し開催されました。
あいにくの雨天ではありましたが、どんぐりの苗木の植栽、ネ

イチャーゲームでの親睦など、所期の目的を達成し終了するこ
とができました。

青少年のための「気象予報技術」修得研修会は、平成２６
年１２月１３日～１４日に新城吉川野営場で、ＢＳ・ＶＳ58名の
参加で開催しました。
この研修では、「君も気象予報士」をテーマに、気象観測の

基礎知識を身につけ、実際に天気の予測も行いました。また、
自然災害への対応能力も学びました。
今回も「公益財団法人永井科学技術財団」さまのご支援、

また、気象予報士の上田 歳彦さん、伊藤 荒人さん、澤 朋
宏さんのご協力で、無事に終了できました。心から感謝申し
上げます。

気象予報技術修得研修会気象予報技術修得研修会

第１０回愛知連盟ゴルフ大会は、１１月７日、知多カントリー
倶楽部において開催され、６地区から２４名、岐阜県連盟から
３名、合計２７名の指導者に参加していただき、親睦を深めま
した。本年も参加者からのチャリティにより、愛知連盟に１０万
円が寄贈されました。ありがとうごさいました。また、永井理事長
のご厚意で、優勝者の加藤正文氏（知多東地区）に優勝カッ
プが贈呈されました。

第１０回愛知連盟ゴルフ大会第１０回愛知連盟ゴルフ大会

スカウトあいちに関するアンケートをWeb上で行います。加盟員同士の情報共有だけでなく地域への情報発信のツールとしてより
有効活用するため、みなさんのご意見をぜひお寄せください！詳しくは、愛知連盟HP（http://www.scout.aichi.jp/）をご覧ください。

12 古紙パルプ配合率80％
再生紙を使用しています。

私たちは、ボーイスカウト運動を応援しています！

東邦ガス株式会社
株式会社大丸松坂屋百貨店
株式会社センゾー
名古屋鉄道株式会社

株式会社渡辺機械製作所
明治電機工業株式会社

（敬称略） 特別維持会員の方々です。

興和株式会社
株式会社水野鞄店
新東工業株式会社
株式会社みずほ銀行
福玉精穀倉庫株式会社
株式会社チタ製作所

岡谷鋼機株式会社 熱 田 神 宮

株式会社イズミック

祖父江 善光寺




